









































































































































































































































































































































































































































































































































































166 ~：字文様済学研究第44巻第 1 号 1990年
だけでなしそれと開時iこ「日本的経堂Jに
お！有の合忍む， f減量経営Jがすすめられる
ところに特徴がある。 「社会にほ失業者がcV)
ふれi唱し，企業内にあって；土圧倒的多数の不
安定就業者が存在し，ごく少数の終身雇用の
正規労働者が企業の中軸に位置する」〔171～
172ページ〉とし寸雇用構造が現畠され，終身
雇用制， fド功制賃金，企 ~~u組合とし、う了日
本的経営Jの支柱がこわれ，まさに「日本的
経営の空洞化」がすすむよいうことを指鵠さ
れている。
第三にみられたような反社会的；＇；：＿ 「日木均
経営」の多国籍均活動の規制の持徴的なあり
方が示される。雇用閣題へο取り組みの主体
は本来「労働者であり，また，その組減体と
しての労働組合でなければならな＼ >jか iIヨ
ヌド的経営Jのもとでの企業別組合は，その
「労使協調の立場から日本多国籍企業の海外
退出に対して協力的であり」雇用不安な担止
する力にはなりえないことを？異体的に示主れ
るとともに， 了日本多国籍企業を規制レ，
業町宮洞化を阻止して雇用不安をなくすため
の国民的取り紹みJ合提起される。
「日本多爾籍企業の海外進出によって深刻
な影響含うける！耳民各階層，とくじ芸月1不安
にさらされる労働者，親企業の海外進出と海
外からの逆輸入のもと？苦しむij1小企業およ
びそこで働く労働者与といヮた人々が連帯し，
分働}li到のなかヴ階級的・民主的溺流との結
合を漆め，日本多国籍企業の規制を実現して
L、かねばなら／：cL、」 (219ページ〉。日本的伝
賞金労動の支配機構としての「日本的経営J
に対i釣する勢力と注動の適格な指摘であると
し、えよう。
本書がこれま勺みて5たようにそのほ系と
内容からいって，科学的立場からの rs本的
諮営j問究を大きく前進させた労作であるこ
とは疑いえないところである。
